
烏来タイヤル民族博物館

烏来泰雅民族博物館

豊かな自然環境に育まれた先住民族
タイヤル文化の学習・交流拠点
烏来は、台北市に最も近い先住民族の村です。Ulay（ウラ
イ、烏来）とは、タイヤル民族の言葉で「温泉」を意味します。
烏来のバス停で降りて山へ続く道は、観光客向けの店が立
ち並ぶ昔ながらの商店街で、「烏来老街」と呼ばれる烏来の
玄関口です。その入り口近くに、烏来タイヤル民族博物館が
あります。ここでは、烏来一帯の自然環境、この地の先住民
族であるタイヤルの伝統的な生活、宗教、歴史などについ
て、貴重な資料を見学しながら学ぶことができます。加えて
タイヤル民族の歌や踊りの実演、機織りや小物製作の体験
コーナーもあります。烏来のタイヤルの人々自身が展示や解
説を担っており、タイヤル民族の視点からその文化や歴史を
学び、彼らと交流できる貴重な場です。

1990年代から、烏来では温泉を主軸とする
観光産業が発展してきましたが、観光客が
この地に古くから暮らすタイヤル民族の文化
や歴史に直接触れる機会や場所は、ほとん
どありませんでした。そこで烏来の先住民族
であるタイヤルの人々を尊重し、その文化や
歴史を学ぶ場として、2005年にこの博物館
が設立されました。

烏来泰雅民族博物館が
設立された経緯は？

2.
台湾には、中国大陸から移民が到来する
ずっと前から、独自の言語と文化をもつ多様
な民族が暮らしてきました。北部から中部の
山中に居住してきたタイヤル民族（Atayal、
泰雅族）もその一つです。タイヤル語で「ガ
ガgaga」と呼ばれる祖先から伝わる知恵や
規律に従い、19世紀末まで小集団ごとに焼
畑農耕と狩猟に依拠して自律的生活を営ん
でいました。女性は機織り、男性は狩猟や
戦闘での能力が一人前の証とされ、成人儀
礼としてイレズミを入れる慣行もありました。
日本による植民地化後、イレズミなどの文化
的慣行の多くが消失、変容しましたが、近
年、機織りの文化は烏来の女性たちによっ
て復興されつつあります。

タイヤル民族とは？

1.
落差約80メートルを誇る烏来の滝（烏来瀑
布）は、背後の峻険な山とともに烏来の自然
の壮大さを実感できます。今日の観光用ト
ロッコ列車（烏来台車）は、日本統治期に開
発された林業の木材運搬用軽便鉄道が前
身です。林業の歴史を主題とする「烏来林
業生活館」とともに、烏来の林業史を学べま
す。その付近には、タイヤル女性の機織り工
房「ユカイ織物工房（尤蓋織藝工作坊・東昇
特産店）」、少し奥には第二次世界大戦で日
本軍に従軍して亡くなった先住民族を慰霊
する「烏来高砂義勇隊メモリアル・パーク（烏
来高砂義勇隊主題紀念園区）」があります。

烏来で他に訪れるべき場所は？

3.
学 び の ポ イ ン ト

SNET台湾   みんなの台湾修学旅行ナビ
https://taiwan-shugakuryoko.jp/spot_north/879/
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